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輝緑凝灰岩およびチヤー・トを伴なう，、

　硬砂岩は堅硬で，新鮮なも¢）は講灰色ないし灰1、色を

呈し，風化すれば褐色となる．粒度慧一講1細粒で，申
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　暴．毒　無雲母驚鱒磨

　本譲は，いわゆる中国底盤をなす広、傷型花崩岩に属レ

域外東方の花騰岩の大露出に連なるも¢）で，本地域では，

掌佐州にぞ後つて北1講に導誌われてい導．臼叢糸£馨獣期頃の警

入と考えられ愚．岩石は一般に灰色を鐸．乱、，糧粒である

が時には周辺部では優白’色のこ窯や，細粒～中粒跨もの，

あるいは部分的に花纐斑岩質に六慰樽こともある．本地域

の斐、のは比較的1蔦新魚羊で一部を除いてあ塞診風化が進ん

でいない．講糞藁｝の貫フ、によつて穿その屑闘の藩豪蒙ずはホル・

ンフ講ノレス化畿たは珪化作用をうけている．

　羅灘　花嵐斑爆および讃糞斑岩

　竃崩斑岩は．疹頭州の宇・億川川床にみられるものが繕も

・顕累、登（∋ある．慧こでは禁毒雲母芋ε庸撃多l／灘猛Lているが溝

嚢1接の関’係は薩、からない象しか気〆花齢影　こ近い1花醐騰

体の一部は，花繍斑岩質で慶！ヌ花縫岩繁糞遠ざかる花騰

頚葺轡は，石凄灘聴1に擁懸参することから艶　これらの才縮纐簸譲

嬉1一試蘇奥載モ藩1は一1璽の火1∫浅溝動によ導も導≧）と、轡わ薗知る。

　畢　　懸三紫愈，本地糞戎の岩脈の大部分を占めて古毒琴盗

　罫入気、ている。これらの岩脈擁二曙には，部　的に花縄斑1岩

声藁のことがあ恐。丁質饗麹三饗警1馨にはきわ鉄1ブぐ不規騨／なヲi塗／メ諏

をなすものや・長くの習びてい恐ものもある』欝．璽川付近の

石議寝瀦／叢岩は嚢鍬鷺猟類群に灘／派とL惑－［入し，奪汽鷺1およびプく

羨ヌ群礁驚幕をなす北山徳y、i、の断！l麟に考締麟幾，ご1入し

てい掻潟そのうち、の陣畷三川率　；騨）ものは，摩1さが3（）鶏を

超え深川の北部かき秦ン北轍のび下叢ルiヒ東で東齢転／》て下

沼田南膏i／まで連継箕、て糞熱跡され，その蕪畏は3蝕驚に達l

L，さ罫に東方観のびる北山衝、目こ沿つぐ断編三L．て現わ

れている妄石英聡梶暴めi，入⇔時ミ麹1は雲胤れらの讐謬㌔灘ら

北1。瞬動．ヒの4漉瞬舞獄ある⇔

　謬，馨　上沼田麟および段蕊叢穣物

　下謬ミ川の；紅擁護方（7）μ戯箋葦導！灘には，角養樂を主体と二L穿砂

麟を伴なう、1鷲霧購麟が分布摩購恐。角薙誌の大さは糞ノてぜ）も

のは肇桑薫数黙に髪ミし、罪麗樂孝藁は／礁離之塚，1が葦・も多く艶ついで

／欝蘇1三嚢鳩織色片凝新や，護で奮謎片繋1と毒羅が．藩副1の葎ぎ半藷婆

には大田騰覇華㊤濫髪／蕊遷牽や星沙無1もかな！）1』1富である。　奪　蓑

の基盤ll愈》登転．および大13編矯1韓懸乏ニニれ、をぎく／愛熱鷺、｝で

　鯵ぞが繁こ轍では北1舞衝、、1・が畿ぽオ婚欝ないL，llに緩く

傾斜し，山腹の斜面とほぼ一致するた麟こ衝／エ爾にもみ

込まれた蛇総虻岩ぐ）鐸蜷yが比較的に広い璽1懸轍占める．　無

濯岩三董麟難．）ザ1ヒ、捗脊鶴東蛇毫文撃i毫の㎜／ゴ立を占f騎〉，　遷　毒　琶灘は灘；舞蔦

緩く傾くため齢緩慢な地すべ1）を生じ，水影i三1藤が灘に酸／

か～て漉動した1），地1翻れを生蔦ている、、一1τ瓜沼1瑚．、、ξ二同

様の地層が深川北鱗c瀦夢i簿3啄にも分布している。ここでは

付近の地／ 澱麟三）由ノ総した角礫を寵と｛』ぐ溝成され恐が，

地すべ舞は起こつてマ・ない“これ　はll峯．期の段黛堆積灘

であろう．

　宇餓川は蕪食が急業敷に二行なわ翻ている鈴で淑顕著な段、鑓

堆積彗刎愈存在レないが，溝川晒鰭蹴小規1襲；なものがあ

る、，いずれも比較的に新しいも魯であ添“

？嚢一一（慧7蓼）
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山口県錦川水系宇佐川宇佐郷および深須ダム予定地点付近の地質（河合正虎）

　5．7沖積層
　　　　　　ひのはち
　沖積層は北限の目原および南西限の広瀬付近のものを

除いてはいずれも小規模である。

6．地質構造

　6．1　玖珂層群の地質構造

　本地域内の地質調査のみをもつてしては，玖珂層群の

適確な層序ならびに地質構造の解明は困難であるが，そ

の概要は把握された。

　南脈に近い玖珂層群中の緑色片岩の薄層はほぼ本郷川

に並走しWSW－ENEにのびてV・る。ここでは緩く．

（20～40。）北に傾く。宮の串付近の緑色片岩は小摺曲に

よつて部分的に地層が繰り返されるので見掛けの厚さが　・

一層増大しているが，元来かなり厚い。この緑色片岩は

NWに傾き大田層群の下位をもぐつて北方の出合付近で

’再び現われる．出合ではNE－S　Eの2背斜と1向斜か

らなる複背斜が形成されている。北方の細原付近にも緑

色片岩があり，緩くNNEに傾く。ここではチャートを

伴なつているが，出合付近のものと同層準と考えられる。

　深川より北方の玖珂層群は黒色片岩が優勢で，緑色片

岩は比較的に劣勢である。緑色片岩を追跡すると5多く

の小摺曲によつて繰り返され，場所によつて1ま，はげし

く膨縮するがよく連続する。この緑色片岩は南方のもの

と比較すると厚さが薄いけれども，細原付近のものと，

同層準に当り，したがつて宮の串および出合のものとも

同じもののようである。この緑色片岩を鍵とすると，上

須川付近の玖珂層群の黒色片岩は本郷川付近に広く分布

し，あるV）は出合付近に僅かに現われる厚い緑色片岩¢）

下位の層準の黒色片岩に相当する。

　玖珂層群は多く，の小摺曲によつて，はげしくもまれる

とともにかなりの規模の摺曲も多い。榴曲軸の方向は場

所によつて」様でないが，概観すると東西性が卓越して　、

いる。玖珂層群中には多くの破砕帯と小断層とが認めら

れる。いずれも摺曲に伴なつて生成されたもので，擾乱

地帯において顕著である。

　6．2　大田層群の地質構造

　大田層群の地質構造は玖珂層群のものに比較するとか

なり単調である1一般に摺曲軸はWNN－E　S　Eにのび

ているが，SW－NE（四馬神付近など）ゐものや湾曲

したもの（河本付近など）などがある。

　河本から北方の下須川に至る間の大田層群は，上部の

厚い砂岩層と下部の砂岩を挾む粘板岩層が摺曲によつて

繰り返されているが，P小山田付近の輝緑凝灰岩層と，そ

の下位の粘板岩層とは，上述の砂岩と粘板岩との関係が

未詳である。四馬神付近の粘板岩を主体として砂岩を伴

なう地層も，それより北方の大田層群との関係が断層で

断たれている。しかしおそらく四馬神付近の地層は北方

の厚い砂岩の下の粘板岩と同層準にあたるであろう。，

　6．3北山衝上
　玖珂層群と大田層群との境界は従来一部に断層関係が

あり，多くの場合は漸移関係と思われた。宮の串北方の

両層群の関係は北山衝上とよばれる低角度の断層で接し，

西南西に向かつて広範囲に追跡されている。本地域内で

は石英斑岩の貫入によつて両層群の直接の関係を確認で

きなかつたが，次の事実によつて断層関係と推定した。

　1）両層群の境界の両側では・岩質に顕著な差異があ登・

玖珂層群側の岩石は結晶片岩一準片岩であるが，大田層

群側では非変成の岩石で，局部的に千枚岩化したものが

あるにすぎなヤ・。

　2）両層群の境界には比較的よく連続するか，または断

続する石英斑岩の岩脈が貫入している。これは断層に石

英斑岩が貫入したと考えられ，もし両層群が漸移関係で

・あるならば，本地域のように，目立つような石英斑岩の

貫入はないであろう。

　3）玖珂層群を貫く蛇紋岩は緑色片岩に伴なうのが常で

あるが両層群の境界にしばしば小岩体が現われている。

　4）両層群の地質構造はその境界の両側で相違している。

以上4つの理由を明瞭に示す所は深川北方から下須川北

方に至る宇佐川め両岸である。

　筆者は両層群の境界は断層とみなした。この断層はそ

の湾曲の仕方や，蛇紋岩などの産状などからみて，低角

度で起伏した波状の曲面をなすことが考えられ，北山衝

上の北方の延長部にあたるであろう。北山衝上の断層面

が波の底にあたる部分では大田層群の分布が広く，波の

頂部にあたる部分では，玖珂層群が広く露出する。

　宇佐川沿いに局部的に結晶片岩一準片岩の小露出が認

められ喬ことは，北山衝上の断層面の波の底に当る部分，

が，やはり局部的に小起伏しているためである6断層面に

沿つて分布する蛇紋岩の小岩体は断層の生成に際しても

み込まれ，地層の転位に役立つたものであり，玖珂層群の

破砕帯に貫入した石英斑岩は北山衝上の断層面の弱線に、

入り込んだ。北山衝上の規模はかなり大きい転位を生じ

たものであるが，大田層群を遠方から運んだとは考え難

い。多分玖珂層群一大田層群が一連のものであつて，こ．

れが擾乱に際して大田層群が転位し，北山衝上を生じた

のであろう。

7，．応用地質

凱1小山田付近の地質（第4図参照）

ダム予定地点付近は大田層群とこれを貫く黒雲母花嶺

81一（275）
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岩および苓英斑岩からなつている．一部靱粉岩の岩脈が

あるが，薄く，厚麟鍛撚未満である。

ダムに最も関孫の深い花纐岩は，比較的に新鮮であ舞，

均質でかっ整硬である．大1灘層辮の源岩は粘板媛と輝緑

凝灰岩裁であるが，花轟岩の接触変質鰭よつて，ホルン

洗瑠レス化と一部に珪化作矯をうけ，ダム予定蟻点付近

では爾藻麺）層理や源岩が明瞭でない。岩箸は墜硬で一般

に均質であ膨　亀i裂は比較的に少癒い。愚裂は一般に小

規模で，鶴礫・粘土叢たは破砕帯の厚憲も数鑓鶴以下の

ことが多い．最も規模の大蓉いものは，N麟W－S＄鷺

鵜のびる署英斑岩の東側でこれ慕黛ぼ並行す纂小断層で

あつて．厚さ鎗酬慧蜘蹴の粘土を伴なず）ている．

以上の事翼から応用地質学的にみてダムの建設には支

障がない撮判断される．

響．鷲　婁羅擁付適の地質

下須川の発電所および深須ダム付近の、斑筋に玖珂欝，群

繍一⑫驚）
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地質調査所月報（第13巻第3号）
が分布し1両岸には大田層群がみられる。玖珂層群に貫『

　　　　　　　　　　　　り入した石英斑岩は玖珂おまび大田両層群の境に岩床状を

なして連なる（第5図参照）。一

　玖珂層群を構成する結晶片岩類は片理に沿つて剥げ易

く，かつ部分的に黒色千枚岩質の所があつて，岩石は必・

ずしも堅硬ではない。ここには多くの小摺曲があつて，

地層ははなはだしくもまれている。これがために，玖珂

・層群中には多くの破砕帯と小断層が生成されていう。破

砕帯は摺曲1こよつて地層が捻れた部分の岩石が圧砕ざれ

たもので，規模は大きくない。、断層は摺曲鱒伴なつて生　‘

じた地層内のすべりである。・地質図！こは亀裂の大部分は

省略した。石英斑岩中には多くの節理が発達しているめ

で，岩石は必ずしも硬くない。、

　ダム予定地点より少し南の東岸には・崩壊箇所がみら

れる。ここでは玖珂層群の片理が部分的に山の斜面とほ

ぼ一致レ，玖珂層群が崩壊し，同時に石英斑岩が節理に

よつて崩壊したために生じたものである、

　以上のことから，試錐によつて破砕帯の存在をさけれ

ば発電所の建諌には支障はない・

　深須ダムの建設は，A案の場合はダム高が低いので問

題がないが，B案の場合すなわち高位のダムの建設は玖

珂層群の岩石の硬さの点，破砕帯と多くの亀裂のあるこ

　と，石英斑岩の節理の多いこと，崩壊地のあること等に

　よつて多くの支障が生ずるおそれがある。充分な検討を

必要とする。

　7．3　四馬神付近ゐ地質（第3図参照）、

　四馬神付近には大田層群が分布する。ここにはNE－

　SW方向の向斜軸があり，発電所予定地点付近は向斜の

　南翼に当る。ここでは地層は北に20～40。傾斜し，地形の

　斜面とほ一般に逆に向かつている。粘板岩は必ずしも堅

　硬ではないが，この付近には砂岩がかなり優勢であつて，

　砂岩はきわめて堅硬であり，付近は多少もまれているが，

　擾乱帯というほどの所は認められない。一したがつて発電

　所の建設には支障がないと考えられる。しかし予定地点

　付近には露頭がないので試錐による確認は必要である・

　7．4赤瀬付近の地質（第3図参照）

　　赤瀬付近は玖珂層群とこれを貫く石英斑岩の岩脈が分

　布している。玖珂層群は大部分が黒色片岩で1緑色片岩

　の薄層を伴なう。黒色片岩には多くの小榴曲がみられる

　が，全体としては緩く北に傾斜（20～40。）してV’る。

　予定されるダムの堤高が10mであるから，石英斑岩の岩

　・脈をさければ支障はない．

　　7疹　燧道掘さく地域の地質（第3図参照）

　　燧道の掘さくに影響が大きい地質は北山衝上と蛇紋岩

　の存在である。燧道炉北山衝上を横切る地点はA案では

小山田・下須川付近，深川，西谷北方および夏宿付近で，

B案では，深川・西谷北方および夏宿付近である。これ

らの断層のうち最も注意を要する所は下須川付近で，他

はこれに比較すると障害が少ないようである。蛇紋岩は

北上衝上に沿つて小岩体があるほか，出合付近の緑色片

岩中にはかなり優勢である。蛇紋岩の存在する地域では

地層がすべつて断層または破砕帯が伴なうので注意が必

要である。

　7．6　その他

　本地域内では川床に砂利が少ない。したがつて工事に

用いる石材は北域の黒雲母花商岩に求めるのがよいであ

ろう。’　　　　　　　　　　　　（昭和34年11月調査）
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